
令和２年度「とちぎ６次産業化実践セミナー」受講申し込み用紙
申し込み締切　令和２年8月17日（月）必着

１．受講者情報

主催：栃木県、公益財団法人栃木県農業振興公社
　　　　　　（栃木６次産業化サポートセンター）※交通費、飲食代等は自己負担をお願いしています。

２．自らの経営において新たに取り組みたい内容や現在の取り組みを発展させたい内容を
　　具体的に記入してください。

３．この実践セミナーを何でお知りになりましたか。
　　該当する□に を記入してください。
　□ サポートセンターからの案内、□ 県からの案内、
　□ 公社ホームページ、□ その他（　　　　　　　　）
※本申し込みに関する個人情報は、本セミナー運営に係る業務以外の
　目的には使用致しません。

受 講 者 氏 名

住 所

性 別

経 営 作 目
作 付 面 積

生年月日

連 絡 先

（ふりがな）

S ・ H　　     年         月         日生（　　　歳）男 ・ 女

〒

携帯番号：

E-mail：

（主な経営作目名と作付面積を記入すること。畜産の場合は頭数も記入。）

申し込み・問い合わせ

栃木6次産業化サポートセンター（公益財団法人栃木県農業振興公社）担当：齋藤
〒320-0047　栃木県宇都宮市一の沢2-2-13　とちぎアグリプラザ１階

TEL 028-648-9515　FAX 028-648-9517

必要事項をご記入の上、お申し込みください。

FAX：028-648-9517
〒320-0047　栃木県宇都宮市一の沢2-2-13　とちぎアグリプラザ１階
栃木6次産業化サポートセンター（公益財団法人栃木県農業振興公社）

FAXでの申し込み

郵送での申し込み

　農業者が６次産業化に取り組むためには、加工や販売などに関する専門知識や技術の
習得、経営戦略の立案、様々な事業者との連携など、多様なスキルが求められます。
　「とちぎ６次産業化実践セミナー」では、６次産業化の専門家による講義とインター
ンシップ研修を実施し、本県の６次産業化を担う人材を育成するとともに、受講者相互
のネットワークづくりを推進します。

とちぎ
６次産業化

応募締切
令和２年

8月１7日（月）
必着

令和
２年度

日　程：令和2年8月25日（火）～令和3年2月18日（木）
　　　　〈講座全６回＋インターンシップ研修（選択制）〉
対象者：これから６次産業化を目指す、または既に
　　　　６次産業化を実践している農業者等
募集定員：20名程度（先着順）

受講料
無料

令和2（2020）年度６次産業化人材育成支援事業＜栃木県委託＞

実践セミナー

農業の新たな可能性に挑戦！
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受講生募集！

受講決定された方には、後日改めて通知いたします。
※新型コロナウイルス対策を講じたうえで開催いたします。マスクの着用にご協力下さい。

県、公益財団法人栃木県農業振興公社



※研修内容については状況に応じて変更する可能性がございます。

講座（全６回）
開催日 時間 研修内容 講師

研修カリキュラム とちぎ６次産業化実践セミナーの特徴

会場

インターンシップ研修（選択制）
１１月以降４回 県内の６次産業化先進事業者による現地研修（選択制）

第１回 8月25日（火）
13:30
〜
15:50

「６次産業化概論」
・6次産業化実践のための心得や、経営戦略
　の視点を学ぶ。

㈱ファーマーズ・フォレスト
　代表取締役社長　松本　謙

NIPPA米（栃木市）
　代表　田中　潔

とちぎアグリプラザ
多目的研修室

とちぎアグリプラザ
多目的研修室

とちぎアグリプラザ
多目的研修室

とちぎアグリプラザ
多目的研修室

とちぎアグリプラザ
多目的研修室

とちぎアグリプラザ
多目的研修室

「6次産業化を実践して感じたこと」①
・6次産業化実践者が、実践しようと思った
経緯や体験談、実践後の思いを聞くことに
より、6次産業化のイメージを具体的に描
かせる。

第2回 9月17日（木）
13:30
〜
15:30

事業戦略構築研究所AX
　代表　高木　響正

「6次産業化商品の販売戦略」
・ニーズの多彩化・細分化に対応した魅力あ
る商品づくりを、経営戦略の視点から学
ぶ。

第6回 2月18日（木）
13:30
〜
15:30

信州6次産業化プランナー
　生稲　芳高

「FCPシートを活用した販路拡大のポイント」
・大手スーパーの商品部長等を経験された講
師から商談会におけるFCPシートの重要性
とその作成方法、商談会を活用した販路開
拓の成功のポイントを学ぶ。

㈱ヨーク
　専務取締役　平久井　恵一

「バイヤーに選ばれる商品のポイント」
・株式会社オータニのバイヤーを務める講師
から、取引現場の実情を聞くとともに、バ
イヤーが取引したいと思う商品のポイント
について学ぶ。

第5回 12月11日（金）
13:30
〜
15:30

カゴメ㈱
　食品安全部

「食品加工における衛生管理」
・食品衛生管理について、6次産業化に取り
組む際にどのような対応が必要なのかを学
ぶ。

県農政部農政課

社会福祉法人パステル

「農福連携の取り組みについて」
・農福連携の制度や県内の取り組みについて
学ぶ。

第3回 10月16日（金）
13:30
〜
15:30

㈱文化メディアワークス
　代表取締役　佐藤　正和

「パッケージデザインとネーミングづくり」
・商品開発において重要なパッケージデザイ
ンやネーミングの手法を学ぶ。

第4回 11月26日（木）
13:30
〜
15:30

道の駅しもつけ
　取締役　支配人　後藤　勲

「消費者に響く商品企画」
・消費者に手にとってもらえる商品の企画や
商品の見せ方を学ぶ。

森林ノ牧場㈱（那須町）

「6次産業化を実践して感じたこと」②
・6次産業化実践者が、実践しようと思った
経緯や体験談、実践後の思いを聞くことに
より、6次産業化のイメージを具体的に描
かせる。

　インターンシップ研修により、より実践的に
６次産業化を学ぶことが出来ます。

農産物加工生乳加工

　６次産業化の実践者や専門家が、
実際の体験や実例を基に、わかり
やすく指導します。

　講座を通して、受講生同士の
つながりが生まれます。

※受講者が目指す6次産業化の意向を
確認したうえで、日程及び内容を調
整します。
※インターンシップ研修は、現地集合
現地解散です。


